
 

 

 

 
 

 

新入職者の紹介

 
 

 

 

 

 

 

皆さま宜しくお願い致します！ 

歯科研修医 1名  作業療法士 1名  社会福祉士  1名 

看護師  3名  言語聴覚士 1名  介護支援専門員 1名 

理学療法士 2名  介護福祉士 1名  臨床検査技師  1名 

       医事課   1名 



内視鏡検査 
 

当院の内視鏡検査は患者様に安全で安心して受けて頂くことを大切に考えており、鎮痛剤を使用し

た苦痛の少ない検査方法を実施しています。胃・大腸内視鏡検査数は、年間約 2000 件であり、多く

の患者様に受診して頂いています。鎮痛剤を使用しての内視鏡検査は、ほとんどの患者様は眠ってい

る間、もしくはウトウトとしている間に検査を受けることが出来ます。検査終了は麻酔が覚めるまでベ

ッドで休んで頂き、麻酔が覚めているかを評価した後に帰宅して頂いています。 

 

 胃内視鏡検査においては、麻酔を使用しない経鼻内視鏡も行っています。検査方法は患者様に選ん

で頂く事も可能ですので、お気軽にご相談下さい。患者様の不安を出来るだけ軽くし、少しでもリラッ

クスして検査や理療が受けられるように声かけをし、精神的なサポートを心がけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やさしい内視鏡」 
 

                                    消化器内科医師  梅木 健介 

 

当科では、やさしい内視鏡をモットーに苦痛の少ない内視鏡を受けて頂ける様に検査に取り組んで

おります。負担の少ない内視鏡挿入技術と鎮痛剤を併用し、苦しくもなく眠っている間に終了する鎮

痛剤併用内視鏡検査を積極的に行っています。大腸ポリープを発見すれば切除が可能で、基本的に日

帰り治療で入院の必要もありません。 

また、大腸内視鏡検査での送気には、空気ではなく二酸化炭素を使用していますので、検査後には

速やかにお腹の張りが消失します。ご希望により胃内視鏡と大腸内視鏡を同時に受けることも可能で

す。過去に内視鏡検査で辛い経験をされた方、これから内視鏡検査を受けようと考えているが怖くて

不安だと思っている方、一度当科での内視鏡検査を受けてみてはいかがでしょうか。 


